
フラッグシップ輸出産地の概要

主な輸出先国 アメリカ、オランダ等（2023年） 輸出実績 110百万円（2023年）

対象となる
地域

静岡県浜松市・袋井市・掛川市・菊川市・牧之原市・藤枝市・富士市

国内初のソーラーパネル下での二重被覆茶園

フランス農業祭での
デモンストレーション

（2024年）

BIOFACH展示会での
当社ブース
（2024年）

・海外における抹茶の需要増加の背景を踏まえ、2014年から輸
出の取組を開始した。

・現在10生産者団体に対して、ソーラーパネル下での栽培技術
を提供しながら、ともに輸出に取り組んでいる。

輸出産地の概況

輸出に向けた規制・ニーズに対応した生産・流通の取組

・ FSSC22000と有機栽培に取り組んでいる。
・茶畑にソーラーパネルを設置して碾茶を生産しており、海外
においてはSDGs抹茶として高い評価を得ている。特に環境に
対する意識の高いEU圏、アメリカからの引き合いが多くある。

アピールポイント

輸出
品目

茶

お問合せ先（TEL）0537-35-6868 担当：服部 吉明HPリンク https://www.ecofarm.co.jp/

株式会社流通サービス（代表取締役 服部 吉明）

・今後も契約栽培農家を増やして顧客の要求に対応して繫げて
いきたい。

https://www.ecofarm.co.jp/
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